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概要版  
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1 計画の基本的事項 

・ 市民や事業者との協働のもとで環

境の保全及び創出に関する施策を

総合的かつ計画的に推進すること

を目的としています。 

・ 計画期間は、2021（令和 3）年度

から 2030（令和 12）年度までの

10年間です。 

2 将来像 

望ましい環境像 

地域の自然と共生し  地球の環境を考え  健やかに暮らせるまち  かしま 

開発をしつつも、将来世代が必要とするものを継承していく『持続可能な社会』、地域資

源を再認識するとともにそれを活用する『地域循環共生圏』という考え方に基づいています。 

3 基本目標と基本方針 

基本目標 1【気候変動分野】 

低炭素に取り組み、 

気候変動に適応するまち 

基本目標 2【自然環境分野】 

生物多様性を確保し、 

自然と共生するまち 

基本目標 3【生活環境分野】 

健全な生活環境を 

守るまち 

基本目標 4【廃棄物分野】 

資源を有効利用する 

循環型社会のまち 

基本目標 5【環境学習分野】 

みんなで力を合わせる 

環境創造のまち 

地球温暖化による気候変動が大きな課題となっています。低炭素

に取り組み、地球温暖化の抑止（緩和策）気候変動への適応（適応

策）によって、気候変動に適応するまちを目指します。 

自然の豊かさを表す『生物の多様性』が世界的に失われつつあり

ます。本市は北浦と鹿島灘に囲まれ、陸域にも多くの緑と水辺があ

る地域の特性を活かして、自然と共生するまちを目指します。 

北浦の水質は長期・広域的な課題であり、また、健康に影響する

ような物質や、騒音・振動は、身近な課題となっています。これら

に対応し、健全な生活環境を守るまちを目指します。 

社会情勢の変化などの廃棄物処理の課題に対応するため、処理シ

ステムの更新などが必要となっています。市民・事業者、近隣自治

体などと連携して、資源を有効利用する循環型社会のまちを目指し

ます。 

今日の様々な環境問題は、暮らしや経済と表裏一体のものであ

り、改善・解決には一人ひとりの取組が必要です。市民・事業者・

市の、みんなで力を合わせて、環境創造のまちを目指します。 
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4 計画の体系 
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5 主な取組 

望ましい環境像『地域の自然と共生し  地球の環境を考え  健やかに暮らせるまち  かしま』

の実現を目指し、様々な取組を行っていきます。市民の皆さんや事業者の方も、これらの取組

を参考に、身近なできることから、みんなでいっしょに始めていきましょう。 

【気候変動分野】 

⚫ 気象災害の激甚化を想定し、地域防災力の充実強化、排水施設などの整備、避難施設の整

備など 

⚫ 鹿嶋市ハザードマップ（洪水、内水氾濫、土砂災害、津波）の更新と普及活動 

⚫ 国民運動「COOL CHOICE（クールチョイス）」を活用した啓発 

【自然環境分野】 

⚫ 市街地に点在する平地や斜面の樹林地について特性を活かした保全と活用 

⚫ 「花いっぱい運動」による沿道の緑化 

⚫ 美しい湖畔景観を活かして、観光やスポーツ、市民の憩いの場などへの活用 

【生活環境分野】 

⚫ 不適正な野焼きや野外焼却に対する啓発・指導 

⚫ 霞ヶ浦に係る湖沼水質保全計画（茨城県）による霞ヶ浦の水質対策 

⚫ 市内の土地への土砂の持込みや持出しの際に必要な許可制の運用と、土砂不法投棄の監視 

【廃棄物分野】 

⚫ ごみ出し、分別に関する啓発・情報提供と、適正化への助言・指導 

⚫ 食品ロスをはじめとした、ごみの発生回避・抑制を図るための、啓発・情報提供 

⚫ 廃プラスチックの削減と資源化のため、プラスチック・スマートなどの国の対策と連携し

た取組 

【環境学習分野】 

⚫ 学校教育の中での環境学習や自然体験などについての支援 

⚫ 地域資源の活用と継承に向けた、情報の整備・発信や啓発活動 

⚫ 市民や事業者が行う民間の環境保全活動についての促進、支援、ネットワークづくり 

 

【編集】 鹿嶋市 市民生活部 環境政策課 

〒314-8655    茨城県鹿嶋市大字平井 1187番地 1    電話：0299-82-2911（代表） 


